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  高齢者総合福祉プラン（高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画） 

における前回会議からの主な変更点について 
 

頁 該当箇所 変更理由 変更内容 

第 1 章 

3 

5 計画策定の背

景 

 

(1)高齢者を取り

巻く状況と人口

推移の見込み 

 
①人口と高齢者

数の推移と今後

の見込み 

＜その他＞ 

今後の人口推移の見込み値に

ついて、「富山市将来人口推

計報告書」の値ではなく、独

自に推計した値であることを

示すために修正 

【タイトルの修正】 

(1)高齢者を取り巻く状況と将来推計 人口推移の見込み 

 

【グラフの説明文の修正】 

◆人口及び高齢化率の将来推計 推移の見込み 

 

 

 

 

 

 

〔資料〕 

「富山市将来人口推計報告書」（令和 2年 1月）及び

実績値（各年 9月末住民基本台帳）に基づき推計。報告

書に基いた令和 5 年度推計値に対する令和 5年度実績値

の比率を、報告書に基いた令和 6 年度以降の推計値に乗

じた値を推計値とした。 

令和５年度までは「富山市住民基本台帳人口」（各年

度９月末現在）、令和６年度以降は住民基本台帳人口に

基づいた独自推計によるもの。 

22 
5 他の計画との

関係 
＜計画の名称変更＞ 

【計画の名称変更】 

・公共交通活性化計画 総合交通計画 

第 2 章 

27 

3 富山市高齢者

総合福祉プラン

の重点テーマ 
 
(1)「閉じこもり

予防」を基本と

した、「多様」で

「適切」な「切

れ目ない」介護

予防施策の推進 

＜懇話会でのご意見＞ 

介護予防施策のイメージ図の

タイトルに「ぬくもり」とい

うキーワードを入れると、プ

ランの理念「みんなでつく

る、ぬくもりのある福祉のま

ち」と重点テーマがつながっ

ていくと思う。 

【イメージ図のタイトルを追記】 

(１)「閉じこもり予防」を基本とした、「多様」で「適

切」な「切れ目ない」介護予防施策の推進 

 

■「ぬくもりをつなぐ介護予防」イメージ図 
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頁 該当箇所 変更理由 変更内容 

第 3 章 

38 

Ⅰ 健康づくりと

介護予防の推進 
 
1 生涯を通じた

健康づくり 
 
(2)疾病の予防及

び早期発見・早

期治療 

 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【文言の修正】 

➍脳卒中予防の啓発 

脳血管疾患は以前に比べ減少傾向にあるものの、依然

として要介護認定者の原因疾患の上位を占めていること

から、脳血管疾患の死亡率は横ばいで推移しているもの

の、依然として新規要支援認定者の原因疾患の上位を占

めていることから、働く世代や高齢者の血圧管理や正し

い食生活等の啓発に努め、脳卒中の発症予防に取り組み

ます。 

39～

40 

Ⅰ 健康づくりと

介護予防の推進 
 
1 生涯を通じた

健康づくり 
 
(3)生活習慣改善

の推進 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【文言の修正】 

（３）生活習慣改善の推進 

健康増進の総合的な推進を図るためには、栄養・食生

活、身体活動・運動、休養・睡眠、飲酒、喫煙、歯・口

腔の健康などの生活習慣の改善が重要です。 

このことから、乳幼児期からの望ましい生活習慣の確

立や、生活習慣改善への行動変容を促進します。また、

健康に対する意識が高まる中、時間的・精神的にゆとり

のない人や健康づくりへの関心が低い人などを含めたす

べての市民の健康を守れるよう、社会環境の改善にも取

り組みます。 

 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【取組の削除】 

➌プラス１，０００歩富山市民運動の推進 

「公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづ

くり」を推進する他の施策と連携し、歩くことの習慣化

を目指す「プラス１，０００歩富山市民運動」を推進し

ます。 

 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【文言の修正】 

➌口腔衛生対策の推進 

歯・口腔の健康は、食物の咀嚼のほか、食事や会話を

楽しむなど、心豊かな生活を送るための重要な要素で

す。また、歯周疾患は口腔内の局所的問題に留まらず、

全身的な健康に大きく関与しています。 

歯科医師や歯科衛生士が口腔衛生や口腔機能維持の必

要性などについての普及啓発を図ることにより、歯の喪

失防止（８０２０運動）やの推進、上気道感染、誤嚥性

肺炎など、低栄養状態の予防に努めます。 

 

41 

Ⅰ 健康づくりと

介護予防の推進 
 
1 生涯を通じた

健康づくり 
 
(4)生涯スポーツ

の推進 

＜目標値の見直し＞ 

現時点での実績を鑑みて、令

和５年度見込み値および令和

８年度目標値を修正するも

の。 

【見込み値及び目標値の修正】 
 
➌高齢者向けの運動・スポーツプログラムの提供 

◆スマイル元気セミナーの受講者数 

  令和５年度見込み 令和８年度目標 

受講者数 
４１５人 

２３０人 

６１０人 

３２０人 
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頁 該当箇所 変更理由 変更内容 

48 

Ⅰ 健康づくりと

介護予防の推進 

 

4 フレイル予

防・介護予防の

推進 

 

(1)介護予防推進

体制の強化 

＜見込値の修正＞ 

現時点での実績を鑑みて、令

和５年度見込み値を修正する

もの。 

【見込み値の修正】 

❷介護予防施策の充実 

◆口腔ケアサービスの実施 

 令和５年度見込み 

利用者数 ２０人 １０人 
 

53 

Ⅰ 健康づくりと

介護予防の推進 
 
5 地域を支える

多様な担い手へ

の支援 
 
(1)健康づくり機

能の強化 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【文言の修正】 

 

➊地域ぐるみで取り組む健康づくりの推進 

地区の各種団体の代表者で構成する「地区健康づくり

推進会議」を、市内全地区で開催し、地区の健康課題の

解決に向けて取り組みます。 

また、地区の健康づくり活動を紹介し、市民と意見交

換する「まちぐるみ健康づくり交流会」を開催し、市民

との協働による地域に根ざした健康づくりを推進しま

す。 

富山市の健康づくり推進体制 

 

 

 

67 

Ⅱ 生きがいづく

りと社会参加の

推進 
 
1 元気な高齢者

と地域活性化の

推進 
 
(7)高齢者の外出

機会の創出 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

 

【実施か所の修正】 

 

❷コミュニティガーデン事業 

 

◆コミュニティガーデン整備 実施か所 

（令和５年３月現在） 

区 分 整備 実施か所 

街区公園 

呉羽新富田町第2公園、芝園町二丁目公園、

白銀町公園、中野新町公園、花園町三丁目

公園、文京町第 1 公園、南新町公園、高屋

敷第 3公園、大町公園、長柄町二丁目公園 

計１０か所 

角川介護

予防セン

ター 

敷地内駐車場 

           計 １か所 

民有の空

き地 

鵜坂校区、大広田校区、諏訪川原地区、萩

浦校区 

計 ４か所 
 

＜目標値の見直し＞ 

現時点での実績を鑑みて、令

和５年度見込み値および令和

８年度目標値を修正するも

の。 

【見込み値および目標値の修正】 

 

❸賑わいのあるまちづくり 

 令和 5 年度見込み 令和 8年度目標 

おでかけ定期券 

利用申込者数 
23,000 人 

21,000 人 

30,000 人 

25,000 人 
 

健やかで心豊かに生活できる活力あるまち 

「すべての市民が健やかで心豊かに生活できる持続可能な社会」の実現 
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頁 該当箇所 変更理由 変更内容 

69 

Ⅱ 生きがいづく

りと社会参加の

推進 
 
2 市民意識の啓

発 
 
(1)福祉教育の推

進 

＜懇話会でのご意見＞ 

福祉教育の推進の取組とし

て、もう少しやることがある

のではないか。 

【取組内容の追記】 

（１）福祉教育の推進 

今後の超高齢社会を、心のふれあう、安らぎに満ちた

ものにするためには、家庭、地域の人々が連帯・協力し

ていくことが重要であり、地元の高齢者とのふれあいを

深める「世代間交流事業」を幼児期から実施します。 

また、学校教育においては、子どもたちが生きがいや

思いやりの心を持ち、共に支え合って、より良く生きよ

うとする意欲や態度を育てることを福祉教育の指導目標

に位置付け、地域との連携による社会奉仕体験活動や福

祉施設等での交流、中学生の「社会に学ぶ『14歳の挑

戦』」などの事業を通じて、介護・福祉などの超高齢社

会の課題や高齢者に対する理解を深めます。 

さらに、生涯活動における福祉講座の開設や出前講座

の活用のほか、「福祉の講師派遣事業」への支援などに

より、地域における福祉教育の充実を図ります。 

70 

Ⅱ 生きがいづく

りと社会参加の

推進 
 
3 世代間交流の

推進 
 
(1)世代間ふれあ

い活動の推進 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【文言の修正】 

➌コミュニティガーデン事業［再掲］ 

コミュニティガーデンを整備実施し、地域住民で収穫

の喜びを分かち合うことで、ソーシャルキャピタルの醸

成を図ります。 

81 

Ⅲ 地域における

自立した日常生

活を支援する体

制の整備 

 

2 日常生活支援

サービスの推進 

 

(1)在宅福祉サー

ビスの推進 

 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【取組の削除】 

➊日常生活サービスの充実   

 

ウ 高齢者福祉電話設置事業 

地域社会との交流に乏しいひとり暮らし高齢者や高齢

者世帯等を対象に福祉電話を設置し、孤独感を解消する

とともに関係機関や地域住民の協力を得て、安否の確認

等を行います。 

92 

Ⅲ 地域における

自立した日常生

活を支援する体

制の整備 
 
4 認知症ととも

に暮らすまちづ

くりの推進 
 
(3)認知症バリア

フリーの推進 

＜目標値の見直し＞ 

現時点での実績を鑑みて、令

和８年度目標値を修正するも

の。 

【目標値の修正】 

 

・認知症高齢者見守りネットワーク協力団体登録数 

 令和８年度目標 

７３６団体 ６４０団体 

 

・認知症高齢者徘徊ＳＯＳ緊急ダイヤル協力団体数 

 令和８年度目標 

６２４団体 ６４０団体 
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頁 該当箇所 変更理由 変更内容 

92 

Ⅲ 地域における

自立した日常生

活を支援する体

制の整備 
 
4 認知症ととも

に暮らすまちづ

くりの推進 
 
(3)認知症バリア

フリーの推進 

 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【文言の修正】 

❸認知症徘徊ＳＯＳネットワークの推進 

認知症高齢者の増加に伴って、徘徊のおそれのある高

齢者の増加も予測されることから、認知症高齢者の徘徊

による事故等の未然防止を目的とする「認知症高齢者徘

徊ＳＯＳ緊急ダイヤル」への登録や、徘徊発生時に可能

な範囲で捜索に協力していただく地域の商店やコンビ

ニ、企業や各種団体等の「認知症高齢者徘徊ＳＯＳ緊急

ダイヤル協力団体」の登録を推進します。 

また、認知症高齢者を被保険者とする個人賠償責任保

険に市が保険契約者として加入する「認知症高齢者等お

でかけあんしん損害保険事業」の実施などにより、徘徊

する高齢者を早期に発見できる体制を強化し、認知症高

齢者およびその家族が安心して暮らせるまちづくりを推

進しますに取り組みます。 

103 

Ⅳ コンパクトで

潤いと安らぎの

ある魅力的なま

ちづくり 
 
1 コンパクトな

まちづくりと利

便性向上への取

組み 
 
(3)公共交通機関

の利便性向上 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【文言の追記】 

❷生活交通の確保 

郊外や中山間地域でのシビルミニマムとしての交通サ

ービス水準等を考慮し、コミュニティバスの効率的な運

行や地域自主運行バスの運行支援・導入推進、ＡＩオン

デマンド交通システムなどの新たなモビリティサービス

の導入推進等、行政と地域が協働で地域特性に応じた生

活交通の確保に取り組みます。 

また、地域の身近な拠点となる地区センターにバス停

を併設することで、地区センターを拠点とした移動の確

保に努めます。 

103 

Ⅳ コンパクトで

潤いと安らぎの

ある魅力的なま

ちづくり 
 
1 コンパクトな

まちづくりと利

便性向上への取

組み 
 
(4)歩きたくなる

まちづくりの推

進 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【文言の削除】 

（４）歩きたくなるまちづくりの推進 

 日常生活の中での「歩くライフスタイル」を推進する

ことは、人とまちの接点が 生まれ、地域の小売店での

消費や、公共交通の利用、ふれあい機会の増加、コミュ

ニティの醸成など、都市全体の活力向上につながる、ま

ちづくり効果が期待されるとともに、健康づくりにも寄

与します。このことから、ベンチ等の設置や歩くライフ

スタイルの普及啓発等を通して、健康づくりとまちづく

りが融合した歩きたくなるまちづくりの実現、さらには

将来市民が健康で幸福に暮らす活力ある都市の創造を目

指します。 

104 

Ⅳ コンパクトで

潤いと安らぎの

ある魅力的なま

ちづくり 
 
1 コンパクトな

まちづくりと利

便性向上への取

組み 

 

(5)スマートシテ

ィの推進 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【文言の修正】 

❸ＡＩを活用した効率的な公共交通の配車 

 利用者の予約に対してＡＩによる最適な運行ルートを

設定し、リアルタイムに配車を行う「ＡＩオンデマンド

交通システム」の社会実験を実施し、本格導入を目指し

ます。を導入します。 
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頁 該当箇所 変更理由 変更内容 

107 

Ⅳ コンパクトで

潤いと安らぎの

ある魅力的なま

ちづくり 

 

2 バリアフリー

の推進と潤いの

ある生活空間の

整備 

 

(3)緑化の推進と

公園の整備 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【文言の修正】 

 

（３）緑化の推進と公園の整備 

高齢者が緑や水花や緑に親しめるよう、市街地におけ

る緑あふれる景観の確保や公園緑地の整備など、市民の

緑化意識の高揚を図りながらまちの中に花や緑を増や

し、維持するための施策を展開します。 

108 

Ⅳ コンパクトで

潤いと安らぎの

ある魅力的なま

ちづくり 

 

3 安心できる住

まいの確保 

 

(1)多様な住まい

への支援 

＜直近の数値に修正＞ 

令和 2年 10 月 1 日時点の数

値から令和 5年 10 月 1日時

点の数値に修正 

【数値の修正】 

入居定員総数（有料老人ホームおよびサービス付き高齢

者向け住宅）を令和 2年 10 月 1 日時点の数値から令和 5

年 10 月 1日時点の数値に修正 

109 

Ⅳ コンパクトで

潤いと安らぎの

ある魅力的なま

ちづくり 

 

3 安心できる住

まいの確保 

 

(3)生活支援型施

設の整備 

 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

 

【文言の修正】 

➌高齢者向け賃貸住宅の供給促進 

高齢者が安心して暮らすことができる居住環境を整備す

るため、歩いて暮らせる利便性の高い地域で民間事業者

が建設する高齢者向けの優良な賃貸住宅に対し支援を行

い、福祉サービスと連携した賃貸住宅の供給を促進しま

す。 

※令和元年度実績は、コロナ禍前の実績として、参考に

掲載しております。 

◆地域優良賃貸住宅の供給戸数 

  
令和元年

度実績 

令和４年

度実績 

令和５年

度見込み 

令和８年

度目標 

供給

戸数 
159 戸 159 戸 148 戸 209 戸 
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頁 該当箇所 変更理由 変更内容 

113 

Ⅳ コンパクトで

潤いと安らぎの

ある魅力的なま

ちづくり 

 

4 総合的な安全

対策の強化 

 

(4)防犯・消費生

活対策の推進 

＜実績の修正＞ 

 実績を正しい値に修正 

【実施回数の修正】 

❶火災予防の推進 

高齢者にとって安全で安心な環境づくりのため、火災

予防に関する出前講座の開催やひとり暮らし高齢者家庭

の防火訪問を実施します。 

また、住宅火災での逃げ遅れによる死者の低減を図る

ため、火災の早期発見に有効な住宅用火災警報器等の設

置及び維持管理と、燃えにくい繊維で作られた防炎物品

（カーテン等）や防炎製品（寝具・衣類等）の使用の促

進に努めます。 

 

◆出前講座の実施 

  令和元年度実績 令和４年度実績 

実施回数 
１６５回 

１６４回 

１２９回 

１１３回 
 

117 Ｖ 介護保険事業

における保険者

機能の強化 

 

≪施策の体系≫ 

「介護保険事業

における保険者

機能の強化」の

体系 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

 

【取組の削除・修正】 

２介護サービスの基盤整備 

（２）基盤整備の目標値（第９期（令和６～８年度））

の設定 

⑤複合的な在宅サービス基盤の整備【新規】 

⑤施設・住まいの供給 

⑥施設生活の向上に向けた基盤の整備 

 

119 Ｖ 介護保険事業

における保険者

機能の強化 

 

１ 安心の介護

を提供するため

に 

 

（２）介護人材

の確保及び介護

現場の生産性向

上の推進 

 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【文言の修正】 

➋福祉・介護人材の育成及び確保 

今後も介護ニーズの増大が見込まれる一方、生産年齢

人口の減少及び介護職を目指す学生の減少や離職者の増

加など、福祉・介護人材の確保や定着が喫緊の課題とな

っておりいることから、求職者と求人のマッチングや、

職場環境の改善及び処遇改善など事業者支援に努めるほ

か、関係機関と連携した介護職場の就職説明会、介護事

業所等への介護福祉士実務者研修の受講費用に対する補

助を引き続き実施するとともに、中学生を対象とした介

護職場体験を行う「介護の魅力ＰＲ事業」を実施しま

す。また、若年層・子育てを終えた層、高齢層などの各

層や他業種からの新規参入の促進、潜在的人材の復職・

再就職支援など、より実効性のある取り組みを検討し、

県や関係機関、介護事業所等と連携を図り、実施してい

きます。多角的な支援に取り組みます。また、国、県、

市及び関係機関が連携し、限られた人材を確保する方策

を引き続き検討します。 
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頁 該当箇所 変更理由 変更内容 

119 Ｖ 介護保険事業

における保険者

機能の強化 

 

１ 安心の介護

を提供するため

に 

 

（２）介護人材

の確保及び介護

現場の生産性向

上の推進 

 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【文言の修正】 

❸介護現場の生産性向上 

介護現場における介護ロボットやＩＣＴの活用、元気高

齢者等の参入による業務改善など、介護現場革新に向け

た取組により、サービス利用者への必要なサービスの提

供と質をの確保します。またを図るためには、介護ロボ

ットやＩＣＴの活用による介護現場の業務効率化が必要

であることから、新技術の開発状況や費用対効果を注視

しながら、先進的な導入事例を踏まえ、各事業所への導

入を促進していきます。また、各種申請様式の標準化及

び電子申請・届出システムの使用に向けた準備を進め、

介護事業所等の文書事務負担の軽減を図ります。 

国、県、市及び関係団体がそれぞれ役割を果たしなが

ら連携し、介護現場の業務効率化の推進を図ります。 

 

125 Ｖ 介護保険事業

における保険者

機能の強化 

 

１ 介護サービ

スの基盤整備 

 

（２）基盤整備

の目標値（第 9

期(令和 6～8 年

度)）の設定 

 

＜市の取組との整合性＞ 

第 9 期計画の取組みの内容に

即した記載に修正するもの。 

【文言の削除】 

➎複合的な在宅サービス基盤の整備【新規】 

 居宅要介護者の様々な介護ニーズに対して柔軟に対応

できるよう、既存資源を活用し、複数の在宅サービスを

組み合わせて提供する複合的な在宅サービスを、地域の

実情に合わせて整備していきます。 

 

 

 


